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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第70期

第１四半期
連結累計期間

第71期
第１四半期
連結累計期間

第70期

会計期間
自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日

自　平成30年４月１日
至　平成30年６月30日

自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日

売上高 (千円) 9,004,903 9,153,174 51,067,560

経常利益又は経常損失(△) (千円) △1,070,749 △1,047,308 1,890,723

親会社株主に帰属する
当期純利益又は親会社株主に
帰属する四半期純損失(△)

(千円) △809,406 △834,334 1,000,871

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △1,002,533 △1,017,909 956,518

純資産 (千円) 12,239,283 13,169,460 14,188,885

総資産 (千円) 46,671,856 46,007,823 67,761,356

１株当たり当期純利益又は
１株当たり四半期純損失(△)

(円) △11.22 △11.57 13.87

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 25.4 27.7 20.3
 

 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

４　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営

指標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 
 
２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、財政状態の状況については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値で

前連結会計年度との比較・分析を行っております。

 

(1)財政状態及び経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間（以下「当累計期間」）における我が国経済は、企業収益や雇用情勢の改善等を背景

に景気は緩やかな回復基調で推移しましたが、世界的な地政学的リスクの高まり、米国の保護主義的な通商政策へ

の懸念等により、依然として先行き不透明な状況が続いております。

　このような状況の中、当社グループは、「空間情報事業を通じて、安心で豊かな社会システムの構築に貢献す

る」を経営理念に掲げ、多様化・高度化していく空間情報の活用を推進し、「持続的な企業成長に向けた利益体質

への変革」をテーマに、事業戦略の転換、将来への投資を実施することとしております。

 

（当累計期間の具体的な活動）

国内公共部門では、土木工事分野において、ドローンによる３次元データの活用を支援するサービス「i-Con 測

量サービス」を提供、森林分野においては、生産性の向上と施業集約化の課題解決、および木材関連産業の活性化

と地方創生を支援するため、空間情報の複合技術により、林地の的確な把握、台帳整備、情報共有、コンサルティ

ングまで一貫したサービスを提供しております。また、沖縄県と北海道に保有する衛星地上局（人工衛星との通信

施設）やその運用体制をレンタルする「地上局ネットワークサービス」の提供を開始しました。その他、河川管理

及び災害対応の高度化を図るため、ドローンによる陸上と水中を同時に測量できる技術の開発を進めております。

国内民間部門では、物流（ロジスティクス）分野におけるコスト削減や業務の効率化を支援するサービスを提供

したほか、企業の災害リスク対策や企業戦略の立案、経営コストの最適化に向けたニーズに対応するため、既存商

品の機能強化を行い、質の高いサービス、商品の提供に努めました。また、金融機関向けに地図を基盤とした営業

支援トータルソリューションサービスの提供を推進しております。その他、自動走行・安全運転支援システムの実

現に向け、高精度３次元地図等の整備や実証、運用を推進しております。

　海外部門では、諸外国の国土政策や民間企業の需要等により、多様な空間情報や技術協力のニーズが存在する事

業環境となっており、欧州、中東、アフリカ地域の国土基盤地図作成等のプロジェクトや、米国での民間企業から

の航空撮影業務を推進しております。
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（当累計期間の経営成績）

当社グループは空間情報サービス事業を行っており、受注高、売上高の状況をセグメントごとに示すと下記のと

おりです。

　なお、主要顧客である官公庁への納品が年度末に集中することから、当社グループの収益は期末へ向けて増加す

る傾向にあります。

 

当第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日～平成30年６月30日）

   （単位：百万円／前年同期比：％）

 
前連結会計年度末

受注残高
受注高

前年

同期比
売上高

前年

同期比

当四半期連結会計

期間末受注残高

前年

同期比

１　国内部門
(17,415)
17,415

21,587 13.4 8,365 2.7 30,638 9.3

　(1)　公共部門
(12,178)
12,178

19,846 13.2 6,876 △1.5 25,148 9.8

　(2)　民間部門
(5,237)
5,237

1,741 16.3 1,488 28.4 5,489 7.2

２　海外部門
(3,043)
3,037

1,103 0.6 787 △8.5 3,354 △3.7

合計
(20,459)
20,453

22,691 12.7 9,153 1.6 33,992 7.9
 

 

(注) １　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２　前連結会計年度末受注残高の上段（ ）内表示額は、前連結会計年度における年度末受注残高であり、下段

は当連結累計期間の外国為替相場の変動を反映させたものであります。

 

＜国内部門＞（公共部門・民間部門）

　国内公共部門の受注高は、当社において固定資産税評価業務および各種台帳整備業務等の受注が好調であったこ

とにより前年同期比2,308百万円増加（前年同期比13.2％増）の19,846百万円となりました。売上高は、衛星画像の

販売等が減少したことにより前年同期比108百万円減少（同1.5％減）の6,876百万円となりました。受注残高は前年

同期比2,236百万円増加（同9.8％増）の25,148百万円となりました。

国内民間部門の受注高は、エリアマーケティング、物流、不動産関連サービス等が増加したことにより前年同期

比243百万円増加（同16.3％増）の1,741百万円となりました。売上高は、地図コンテンツの販売等が好調であった

ことにより前年同期比329百万円増加（同28.4％増）の1,488百万円となりました。受注残高は前年同期比370百万円

増加（同7.2％増）の5,489百万円となりました。

　この結果、国内部門（公共部門・民間部門）合計では、受注高が前年同期比2,552百万円増加（同13.4％増）の

21,587百万円、売上高は前年同期比221百万円増加（同2.7％増）の8,365百万円、受注残高は前年同期比2,606百万

円増加（同9.3％増）の30,638百万円となりました。

 

＜海外部門＞

　海外部門の受注高は、当社において国土基盤地図作成業務等が前年同期比301百万円減少した一方で、米国の子会

社Keystone Aerial Surveys, Inc.で航空撮影業務の受注高が前年同期比267百万円増加したこと、フィリピンの子

会社PASCO Philippines Corporation で鉄道関連業務により受注高が前年同期比121百万円増加したこと等により、

全体で前年同期比6百万円増加（同0.6％増）の1,103百万円となりました。売上高は、ベルギーの子会社Aerodata

International Surveys BVBAで航空撮影業務の売上高が前年同期比161百万円減少したこと等により、全体で前年同

期比72百万円減少（同8.5％減）の787百万円、受注残高は前年同期比130百万円減少（同3.7％減）の3,354百万円と

なりました。

 

この結果、当累計期間の受注高は前年同期比2,559百万円増加（12.7％増）の22,691百万円、売上高は前年同期比

148百万円増加（同1.6％増）の9,153百万円、受注残高は前年同期比2,476百万円増加（同7.9％増）の33,992百万円

となりました。
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利益面につきましては、売上総利益は、売上高の増加により前年同期比20百万円増益（同1.5％増）の1,397百万

円となりました。

　営業損益は、販売費及び一般管理費が前年同期比40百万円減少（同1.6％減）したことにより、前年同期比60百万

円改善の1,072百万円の営業損失（前年同期1,133百万円の営業損失）となりました。

　経常損益は、為替の影響により為替差益が前年同期比41百万円減少したものの、営業損失の減少により前年同期

比23百万円改善し、1,047百万円の経常損失（前年同期1,070百万円の経常損失）となりました。

　税金等調整前四半期純損益は、欧州の子会社で事業整理に伴う特別退職金を67百万円計上したこと等から前年同

期比47百万円悪化し、1,107百万円の税金等調整前四半期純損失（前年同期1,059百万円の税金等調整前四半期純損

失）となりました。

　親会社株主に帰属する四半期純損益は、法人税、住民税及び事業税を68百万円計上し、法人税等調整額を利益方

向に351百万円計上したこと等から、834百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失（前年同期809百万円の親会社

株主に帰属する四半期純損失）となりました。

 

（財政状態の状況）

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末（以下「前期末」）より21,753百万円減少

し46,007百万円となりました。また、負債合計は前期末より20,734百万円減少し32,838百万円となりました。その

主な要因は、当累計期間に前期末営業債権の多くが回収され、回収資金で借入金を返済したことによるもので、

「受取手形及び売掛金」が20,254百万円減少、「短期借入金」が19,438百万円減少となりました。

 

　純資産合計は、前期末より1,019百万円減少し13,169百万円となりました。その主な要因は、親会社株主に帰属す

る四半期純損失834百万円によるものです。

 

(2)事業上及び財務上の対処すべき課題

当累計期間において事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はありません。

　

(3)研究開発活動

当累計期間における研究開発費の実績額は226百万円であります。

　

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 200,030,995

計 200,030,995
 

（注）平成30年６月21日開催の第70回定時株主総会において、当社普通株式について、５株を１株の割合で併合す

る旨、及び株式併合の効力発生日である平成30年10月１日をもって発行可能株式総数を200,030,995株から

40,006,199株に変更する定款変更を行う旨が承認可決されております。

 
② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成30年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成30年８月10日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 73,851,334 73,851,334
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数
1,000株

計 73,851,334 73,851,334 － －
 

（注）平成30年６月21日開催の第70回定時株主総会において、株式併合の効力発生日である平成30年10月１日を

もって単元株式数を1,000株から100株に変更する定款変更を行う旨が承認可決されております。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年６月30日 － 73,851 － 8,758,481 － 425,968
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載することが

できませんので、直前の基準日である平成30年３月31日現在の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成30年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 1,621,000
 

－ －

 
(相互保有株式)
普通株式 98,000
 

－ －

完全議決権株式(その他) 普通株式 71,005,000
 

71,005 －

単元未満株式 普通株式 1,127,334
 

－ 一単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 73,851,334 － －

総株主の議決権 － 71,005 －
 

 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」の「株式数(株)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1千株(議決権1個)

含まれております。

　　 ２　「単元未満株式」には、当社所有の自己株式510株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成30年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)      

㈱パスコ
東京都目黒区東山
１－１－２

1,621,000 － 1,621,000 2.19

(相互保有株式)      

㈱ＧＩＳ関東
埼玉県さいたま市見沼区
東大宮４－74－６

98,000 － 98,000 0.13

計 － 1,719,000 － 1,719,000 2.33
 

 

 
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成30年４月１日から平成

30年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

 

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 15,064,486 11,367,099

  受取手形及び売掛金 31,245,662 10,991,086

  仕掛品 1,821,623 2,144,616

  その他のたな卸資産 66,471 71,261

  その他 3,657,157 5,322,174

  貸倒引当金 △399,860 △392,148

  流動資産合計 51,455,540 29,504,090

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 4,136,256 4,140,755

    減価償却累計額 △2,411,081 △2,441,268

    建物及び構築物（純額） 1,725,174 1,699,487

   土地 4,059,886 4,059,886

   リース資産 436,393 418,740

    減価償却累計額 △433,164 △415,675

    リース資産（純額） 3,228 3,064

   建設仮勘定 192,024 153,185

   その他 13,242,333 13,025,263

    減価償却累計額 △9,732,284 △9,580,057

    その他（純額） 3,510,049 3,445,205

   有形固定資産合計 9,490,363 9,360,829

  無形固定資産   

   のれん 50,125 43,985

   その他 3,015,665 3,035,010

   無形固定資産合計 3,065,791 3,078,995

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,265,600 1,242,449

   破産更生債権等 388,013 331,903

   その他 2,909,026 3,225,505

   貸倒引当金 △812,980 △735,951

   投資その他の資産合計 3,749,661 4,063,907

  固定資産合計 16,305,816 16,503,732

 資産合計 67,761,356 46,007,823
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 4,831,214 2,368,575

  短期借入金 22,662,965 3,224,768

  リース債務 2,365 1,936

  未払法人税等 378,721 146,283

  賞与引当金 554,485 398,893

  工事損失引当金 972,534 1,029,645

  契約損失引当金 516,187 474,835

  その他 4,976,514 6,679,556

  流動負債合計 34,894,988 14,324,494

 固定負債   

  長期借入金 18,078,341 18,000,000

  リース債務 2,667 2,457

  退職給付に係る負債 327,577 279,945

  その他 268,896 231,464

  固定負債合計 18,677,483 18,513,868

 負債合計 53,572,471 32,838,362

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 8,758,481 8,758,481

  資本剰余金 87 103

  利益剰余金 5,012,846 4,178,511

  自己株式 △554,798 △555,973

  株主資本合計 13,216,616 12,381,123

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 87,431 68,847

  為替換算調整勘定 605,310 440,921

  退職給付に係る調整累計額 △148,219 △139,616

  その他の包括利益累計額合計 544,522 370,152

 非支配株主持分 427,746 418,184

 純資産合計 14,188,885 13,169,460

負債純資産合計 67,761,356 46,007,823
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

売上高 9,004,903 9,153,174

売上原価 7,627,868 7,755,710

売上総利益 1,377,034 1,397,463

販売費及び一般管理費 2,510,301 2,469,915

営業損失（△） △1,133,266 △1,072,451

営業外収益   

 受取利息及び配当金 13,489 12,132

 持分法による投資利益 － 6,484

 為替差益 44,177 3,104

 貸倒引当金戻入額 2,893 89

 雑収入 41,737 41,526

 営業外収益合計 102,296 63,337

営業外費用   

 支払利息 20,134 21,391

 持分法による投資損失 14,067 －

 雑支出 5,577 16,802

 営業外費用合計 39,779 38,193

経常損失（△） △1,070,749 △1,047,308

特別利益   

 固定資産売却益 2,311 11,483

 関係会社株式売却益 － 106

 投資有価証券売却益 19 －

 持分変動利益 10,163 －

 特別利益合計 12,495 11,589

特別損失   

 固定資産除売却損 1,612 3,801

 特別退職金 － 67,574

 特別損失合計 1,612 71,375

税金等調整前四半期純損失（△） △1,059,866 △1,107,094

法人税、住民税及び事業税 75,180 68,073

法人税等調整額 △330,175 △351,694

法人税等合計 △254,994 △283,621

四半期純損失（△） △804,871 △823,472

非支配株主に帰属する四半期純利益 4,534 10,861

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △809,406 △834,334
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

四半期純損失（△） △804,871 △823,472

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △13,737 △18,583

 為替換算調整勘定 △191,215 △184,004

 退職給付に係る調整額 7,291 8,151

 その他の包括利益合計 △197,661 △194,436

四半期包括利益 △1,002,533 △1,017,909

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △994,937 △1,008,704

 非支配株主に係る四半期包括利益 △7,595 △9,204
 

EDINET提出書類

株式会社パスコ(E04340)

四半期報告書

12/18



【注記事項】

(追加情報)

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区

分に表示しております。

 

 
(四半期連結貸借対照表関係)

偶発債務

(保証債務)

下記の会社等の借入債務等に対し保証を行っております。

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

Geotech Consulting Ltd 112,899千円 110,642千円

COWI A/S 61,502 60,273

個人住宅ローン等 69,079 52,566

計 243,481 223,482
 

 

 

(四半期連結損益計算書関係)

売上高の季節的変動

前第１四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日　至 平成29年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自 

平成30年４月１日　至 平成30年６月30日）

当社グループの売上高は、納品が年度末に集中する官公需の特殊性により第４四半期連結会計期間に完成する

業務の割合が大きいため、第１、第２、第３四半期連結会計期間に比べ第４四半期連結会計期間の売上高が増加

する傾向にあり、それに伴い業績にも季節変動があります。

 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次のとお

りであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日)

減価償却費  660,890千円 584,359千円

のれんの償却額 3,317 3,141
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(株主資本等関係)

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日)

１　配当金支払額

(決議)
株式の
種類

配当金の
総額

１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月22日
定時株主総会

普通株式  649,336千円  9.0円 平成29年３月31日 平成29年６月23日 利益剰余金
 

 

(注)　連結子会社が所有する自己株式（当社株式）にかかる配当金は控除しております。なお、控除前の金額は

650,416千円であります。

　

２　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

３　株主資本の金額の著しい変動

剰余金の配当については、上記「１　配当金支払額」に記載しております。なお、この他に該当事項はありま

せん。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自　平成30年４月１日　至　平成30年６月30日)

１　配当金支払額

該当事項はありません。

　

２　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 
報告セグメント 調整額

（注１）

四半期連結損益
計算書計上額
（注２）国内 海外 計

売上高      

  外部顧客への売上高 8,144,199 860,704 9,004,903 － 9,004,903

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

1,932 66,003 67,935 △67,935 －

計 8,146,131 926,708 9,072,839 △67,935 9,004,903

セグメント損失（△） △290,073 △164,856 △454,929 △678,337 △1,133,266
 

 

(注) １　セグメント損失（△）の調整額△678,337千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用等です。全

社費用等は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費です。

２　セグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

２　報告セグメントごとの資産に関する情報

前連結会計年度の末日に比して、当第１四半期連結会計期間の国内セグメントの金額が著しく変動しておりま

す。その主な理由は、「第２ 事業の状況」に記載のとおり、国内セグメントの主要顧客が官公庁であることから

納品および収益計上が年度末に集中し、その営業債権の多くが第１四半期に回収されることから「受取手形及び

売掛金」が減少したことによります。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 
報告セグメント 調整額

（注１）

四半期連結損益
計算書計上額
（注２）国内 海外 計

売上高      

  外部顧客への売上高 8,365,365 787,808 9,153,174 － 9,153,174

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ 66,544 66,544 △66,544 －

計 8,365,365 854,352 9,219,718 △66,544 9,153,174

セグメント損失（△） △323,636 △79,032 △402,669 △669,782 △1,072,451
 

 

(注) １　セグメント損失（△）の調整額△669,782千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用等です。全

社費用等は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費です。

２　セグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

２　報告セグメントごとの資産に関する情報

前連結会計年度の末日に比して、当第１四半期連結会計期間の国内セグメントの金額が著しく変動しておりま

す。その主な理由は、「第２ 事業の状況」に記載のとおり、国内セグメントの主要顧客が官公庁であることから

納品および収益計上が年度末に集中し、その営業債権の多くが第１四半期に回収されることから「受取手形及び

売掛金」が減少したことによります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日)

１株当たり四半期純損失（△） 　△11円22銭 △11円57銭

  (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する
四半期純損失（△）(千円)

△809,406 △834,334

  普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純損失（△）(千円)

△809,406 △834,334

 普通株式の期中平均株式数(千株) 72,147 72,130
 

 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につきましては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社パスコ(E04340)

四半期報告書

17/18



独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年８月10日

株式会社パスコ

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小　林　雅　彦 ㊞
 

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 寺　田　　　裕 ㊞
 

　

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社パスコ

の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日から平成

30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社パスコ及び連結子会社の平成30年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 
 

※１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
 

EDINET提出書類

株式会社パスコ(E04340)

四半期報告書

18/18


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
	３経営上の重要な契約等

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	①ストックオプション制度の内容
	②その他の新株予約権等の状況

	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)発行済株式総数、資本金等の推移
	(5)大株主の状況
	(6)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第１四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

